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I男声合唱組曲 「尾崎喜八の詩から」尾崎喜八作詩 多田武彦作曲

この組 曲は、尾崎喜八 (1892-1974)の 詩 に、
多田武彦が作曲した作品で、関西学院グリークラブ
からの委嘱曲 (1974年初演)だ った。尾崎喜八 は
戦後 7年間、長野県に居を構えていたこともあ り、
自身も山歩きをし、自然 と山岳を主題 とした詩を数
多 く残 した。 この組曲は多田武彦が尾崎喜八の詩集
「花咲ける孤独」の 2篇の詩を核 として、他の詩集
から4篇 を選び出した。山々の四季を意識 し、その自
然の移 り変わ りが感 じられ、喜八の心情 とともに立
体的に表現されている作品である。喜八は銀行家、
翻訳家、随筆家を経て詩を描 くようになったが、音
楽にも造詣が深かった。草野心平や高村光太郎 とも
時代が重な り、彼 らとの関係の中で独特な作風が育
まれたと考えられる。その特徴 として三好達治は、
喜八作品は国語自由詩の完成度にあると言っていた。

I冬野    詩集「花咲ける孤独」より
「花咲ける孤独」は1955年 に出版 され、中には64の

詩が含 まれている。今回の合唱 にはこの詩集の中の
「冬野」を始めに、「かけす」を終わ りに、間に4つ の
詩を組み込み、 この組み合わせにより冬～秋までの雄大
な景 と心 1青 を詠い Lげた。

冬野である広大な畑地 (現在の千葉県三里塚あた りの
ようだ)に 夕暮れが懸ると、畝に霜が結び、琵琶をかき
鳴らすような風の高い音が響き渡る。その天地の間に古
代からの恵みの躍動が聞こえてくる。春はまだ先だが、
予感はすでに揺 らめいてい るc ・・ 。この暮れゆく晩い
土を踏んで、喜八自らがこの大地に麦の種を播き (精神
的な意味も含めて)、 自然 と共に生きる。そして、穫 り
入れの時には燃える翡翠色の海のような 六月を迎えるこ
とになるのだろう。

Ⅱ 最後の雪に 詩集「高層雲の下」より
「高層雲の下」は1924年 に出版 され、42の 詩が含ま

れている。1950-51年 には中学三年生の教科書にも採用
された。

詩の内容は、田舎のわが家の窓ガラスの前で、冬の終
わ りを告げる水気が多い牡丹雪が白いワルツを踊 りなが
らやって来る。雪は周 りの野に藪に畠に路に、そして、
私の窓の前に降 り注いでいる。 どうか私の詩に高貴さを
加えて くれ。 ・・・やがて、微風 と雲雀を伴い、遠い地
平から輝 く春がやって来る。

皿 春愁    詩集「その後の詩帖から」より

副題に～ゆくりなく八木重吉の詩碑の立つ田舎を通っ
て、 とある。山歩きをしていて田舎道で見つけた詩碑は、
偶然にも29歳 と若 くして亡 くなった八木重吉の生家の
前にあった。その時、喜八は67歳。幸いにして自身は、
老いを経験できているし、「賢 さ」や「澄み晴れた成
熟」の境地に至つている。 しかし、思い返すと青春の燃
える愛や衝動や仕事への奮闘・ 。それらがうまくかみ合
わなかったものだ。今の賢さや成熟さがあればと悔やむ
しかない。ふと周 りを見渡すと春が始まる時。梅花匂 う
田合、赤々とした夕日、谷間の宵の明星などから人生を
振 り返ることになったのも、一つの春愁なのだろう。

多田武彦 (1930-2017)は 京都大学在学中 ,こ 勇占

合唱団の指揮者 として活躍 した。当時、知退を得た

清水脩に作曲の助言を得ていた。 清水脩と共 ,こ 日本
の男声合唱の基盤を築いた音楽家である]it衰 作と
して、北原白秋の詩から「柳河風俗詩_、 革野心平
の詩から「富士山」を筆頭に、雨をテーマ こした各
詩人の作品を集め男声合唱組曲の代表作

~雨
_も 発

表 した。「多田武彦男声合唱曲集」は、 1～ 8ま で刊
行され、日本の男声合唱の集大成化を行った類まれ
な存在である。小田原男声合唱団とは、「西湘の風
雅」「こ寒小景 (ご かんしょうけい)」 「達治の旅情_

「大木惇夫の詩から一四季黒占綴 (し きてんてい)」 など
の委 [1属 曲の作曲依頼や客演指揮者をお願いするなど

関係が深かった。

Ⅳ 天上沢   詩集「旅と滞在」より
「旅 と滞在」は1933年 に出版されたこ山の詩人とも言

われた喜八の40歳 ごろの作品であ り、 ~人生 とは、
この世での滞在であり、それぞれの旅でもある_こ とを
表現 したものだ。

詩中にある「みすず刈 る」の「すず_|ま 篠竹のことで、
全体では 信濃 に懸る枕詞である=「 こごしき_と |ま

「岩がごつごつと重 く険しい」と言 う意味である
=

信濃の国の大いなる夏. 山々のたたずまい、 7ヽ その姿
はもとに変わることはない。 夏になると安曇I予 .こ |ま 雲、
槍穂高には日が照 り、そしてまた曇 |,、 砂に ま松、岩に
は岩雲雀. ・・・燕 (つ ばくろ,よ り西岳へこ案内の若者
に連れられ、老人一人が ついて行 く・・・

=

V牧場    詩集「高原詩抄」より
「ぼくじょう_|で はなく「まきば」 と読む=「高原詩

抄」は1942年 に出版された詩集で、4月 には米軍機によ
る東京初空襲、6月 にはミッドウエー海戦の敗北、8月 米
軍がガナルカナル上陸という惨状の中で喜八の詩の内容
とは裏腹な現実の中での出版である。

大自然の中の広々とした景色の中で、牛が青草を食べ、
ゆった りと放牧されている。 しかし、時代を考えるとそ
の表現 された内容 は異なる意味を持つのか も知れな
い。 ・・・夏 も終る頃、自雲が峠を越え、牛らは日を上
げて雲の行衛 (ゅ くぇ)を 眺めている。 やがて風が立ち、
夕日の光が 流れ、風に送 られ日を浴びて牛は牧場を下る.

Ⅵ かけす   詩集「花咲ける孤独」より
I冬野に述べた同じ詩集から採用され、秋の冷たい様

をかけすの姿から詠いあげた。かけすは、鳥綱スズメ日
カラス科カケス属の鳥で体長 30セ ンチぐらい。

八ヶ岳の裾野に広がる富士見高原に住んでいた頃の詩
であろう3当 時の心情を かけすの姿として追っていた

作品である。かけすと言 う仮の名も人間との地上の契 り
の夢だっ たと、今は懐かしく、柔らかく思 う。・深まる
秋の冷たい空の海にもうほとんど消えて行く

=

冬から始まった曲が、秋で締めくくられているc

3

(解説 :Bl中村 敬、参考 IBl伊東 清邦 <故人>)
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天_L沢 (てんじようさわ)ⅣI 冬野

いま J予 には

大きな堅琴のような夕暮れが懸かる。

厳粛に切 られた畝 (ぅ ね)か ら畝 (う ね)へ霜がむすび、
風の長い琵音 (は おん)が はじり、

最初の白い星がひとつ

もっとも高い鍵 (け ん)を 打つ。

冬は古代のようにひろびろと枯れ、

春はまだ遥かだが

予感はすでに天地の間 (か ん)に ゆらめいている。

わたしはこの暮れゆく晩 (ぉ そっい土をふんで

わたしの手から種子を播 く、
タロのようにみなぎって

信頼のために重い種 rを。
それは沈む、

深 く仕えるもののように、
地底の夜々を変貌 して

おもむろに遠い黎明 (れいめい)を あかるむために。
きよらかな、澄んだ凝縮が感 じられる。
ただ周囲の蒼然たる沈黙のなかで

わたしの心が敬虔な讃歌だ。
そしてもう聴いている、
とりいれの野が祭のような、

燃える正午が翡翠 (か わせみ)い ろの

海のような六月を・・・・・・

Ⅱ 最後の雪に

田舎のわが家の窓硝子の前で

冬のおわ りの花びらの雪、

高雅な、憂鬱は老嬢たちが

朝から白いワルツを踊っているc

その窓に近い机にむかって

私の書 く光明の詩、

早春の夕がた、透明な運河の

水や船や労働を織 りこんだ生気の詩。

雪よ、野に藪に、畠に路 (み ち)に 、
そして私の窓の前、
お前たちの踊る典雅なウインナ・ワルツの

その高貴さを私の詩に加えて くれc

やがて遠い地平から輝 く春が

微風と雲雀 とのその前駆を送るとき、

古い詩稿に私は愛を感 じるだろう、
お前たち、高雅な憂鬱な老嬢たちの

窓の前であの最後の舞踏のため、
私の内でいつも楽 しい記念のため。

Ⅲ 春愁
―ゆくりなく八木重吉の詩碑の立つ田舎を通って

青争かに賢 く言彗いるということは

満ちてくつろいだ願わしい境地だ、
今日しも春がはじまったという

木々の芽立ちと若草の岡のなぞえに

赤々と光たゆたう夕日のようにc

だが自分にもあった青春の

燃える愛や衝動や仕事への奮闘、
その得意と畦欧の年々 (と しどし)に
この賢さ、この澄み晴れた成熟の
つ tヽ に間に合わなかったことが悔やまれる。

ふたたび春のはじまる時、
もう梅の田舎の夕日の色や

暫 しを照らす谷間の宵の明星に

遠 く来た人生とおのが青春を惜 じむということ、
これをしもまた一つの春愁 というべきであろうかc

みすず刈る信濃の国のおおいなる夏、
山々のたたずまい、谷々の姿もとに変らず、

安曇野に雲立ちたぎり、槍穂高日は照 り曇 り、

砂に這 う這松、岩にさえずる岩雲雀、
さてはお りお りの言葉す くなき登||1者 など、
ものなべて青におなじ空のもと、

燕 (つ ばくろ)よ り西岳へのこごしきほとり、

案内の若者立たせ、老人ひとり、

追憶がまぶた濡らした水にうかんで

天上 〔てんじょぅ)の千筋の雪の街彿たるを見つめていた。

V 牧場

山の牧場の 青草の 青草に

あまたの牛を はなちけり。
あまたの牛は ひろびろと

空の真下に 散 りにけり。

夏もおわるか 白雲の

きょうも峠を こえて行 く。
立ち臥す牛ら 眼を上げて

雲の行衛 (ゅ くえ)を  ながめけり。

山の牧場に 風立ちて

夕日の光 ながれけり。

風に送 られ 日を浴びて

牛は牧場を くだ りけり。

Ⅵ かけす

山国の空のあんな高いところを
二羽三羽 五羽六羽と

かけすの鳥のとんで行 くのがじつに秋だ

あんなに半ば透きとお り
ときどきはちらちら光 り

空気の波をおもたくわけて

もう三度 と帰って来ない者のように

かけすという仮の名も

人間との地上の契 りの夢だったと

今はなつかしく 柔 らかく
お りお りはたぶん低 く日帝きながら

はのば
｀
のと 日音み 明るみ

見る見るうちに小さくな り

深まる秋のあお くつめたい空の海に

もうほとんど消えてゆく・・・・
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